
(57)【要約】

【課題】被加工物の細部の研削を短時間かつ容易に行う

ことができる研削装置及び研削方法を提供すること。

【解決手段】研削装置１は，アーム部３と，アーム部３

に設けた複数の工具支持部３１と，複数のプーリ３１の

間に掛け渡されたヤスリ工具４と，ヤスリ工具４を被加

工物５に押し付けた際に，ヤスリ工具４と被加工物５と

を相対的に移動させる押付摺動手段２とを有している。

ヤスリ工具４は，その横断面積Ａが０．１～１００ｍｍ
2である可撓性の糸状芯材４１と，糸状芯材４１の外周

表面４０１に固着された多数の砥粒４２とよりなる。そ

して，ヤスリ工具４を被加工物５に押し付け，押付摺動

手段２によりヤスリ工具４と被加工物５とを相対的に移

動させて研削を行う。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ー ム 部 と ， 該 ア ー ム 部 に 設 け た 複 数 の 工 具 支 持 部 と ， 該 複 数 の 工 具 支 持 部 の 間 に 掛 け 渡
さ れ た ヤ ス リ 工 具 と ， 該 ヤ ス リ 工 具 を 被 加 工 物 に 押 し 付 け た 際 に ， 該 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被
加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 押 付 摺 動 手 段 と を 有 し ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 は ， 可 撓 性 の 糸 状 芯 材 と ， 該 糸 状 芯 材 の 外 周 表 面 に 固 着 さ れ た 砥 粒 と よ り
な る こ と を 特 徴 と す る 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て ， 上 記 糸 状 芯 材 は ， そ の 横 断 面 積 が ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 2 で あ る こ と を
特 徴 と す る 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て ， 上 記 複 数 の 工 具 支 持 部 は 複 数 の プ ー リ よ り な る と 共 に ， 上 記 ヤ
ス リ 工 具 は 上 記 複 数 の プ ー リ の 外 周 面 に 掛 け 渡 さ れ て お り ，
上 記 押 付 摺 動 手 段 は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 複 数 の プ ー リ を 回 転 さ せ な が ら 該 複 数 の プ ー
リ の 間 を 走 行 さ せ る 走 行 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被 加
工 物 と を 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 横 断 面 方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ せ る 横 移 動 手 段 を 有 し て い る こ と
を 特 徴 と す る 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 被 加 工 物 に は ， 少 な く と も １ つ の 凹 状 に 窪 ん
だ 溝 部 が 形 成 さ れ て お り ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 は ， 上 記 溝 部 の 内 部 ， 端 部 も し く は 周 囲 に 当 接 さ せ て 用 い る こ と を 特 徴 と
す る 研 削 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
ア ー ム 部 と ， 該 ア ー ム 部 に 設 け た 複 数 の 工 具 支 持 部 と ， 該 複 数 の 工 具 支 持 部 の 間 に 掛 け 渡
さ れ た ヤ ス リ 工 具 と ， 該 ヤ ス リ 工 具 を 被 加 工 物 に 押 し 付 け た 際 に ， 該 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被
加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 押 付 摺 動 手 段 と を 有 し ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 は ， 可 撓 性 の 糸 状
芯 材 と ， 該 糸 状 芯 材 の 外 周 表 面 に 固 着 さ れ た 砥 粒 と よ り な る 研 削 装 置 を 用 い て ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 を 被 加 工 物 に 押 し 付 け ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 に よ り 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被
加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ て 研 削 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に お い て ， 上 記 糸 状 芯 材 は ， そ の 横 断 面 積 が ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 2 で あ る こ と を
特 徴 と す る 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ 又 は ７ に お い て ， 上 記 複 数 の 工 具 支 持 部 は 複 数 の プ ー リ よ り な る と 共 に ， 上 記 ヤ
ス リ 工 具 は 上 記 複 数 の プ ー リ の 外 周 面 に 掛 け 渡 さ れ て お り ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 被 加 工 物 に 押 し 付 け ， 該 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 複 数 の プ ー リ を 回 転 さ せ
な が ら 上 記 被 加 工 物 に 対 し て 走 行 さ せ て 研 削 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物 と は ， 上 記 ヤ ス リ
工 具 の 横 断 面 方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ せ て 研 削 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 研 削 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 被 加 工 物 に は ， 少 な く と も １ つ の 凹 状 に 窪 ん
だ 溝 部 が 形 成 さ れ て お り ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 に よ る 研 削 に よ り ， 上 記 溝 部 の 内 部 ， 端 部 も し く は 周 囲 に 形 成 さ れ た バ リ
の 除 去 ， 又 は 上 記 溝 部 の 端 部 に お け る 面 取 り を 行 う こ と を 特 徴 と す る 研 削 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-195575 A 2004.7.15



本 発 明 は ， 被 加 工 物 の 細 部 等 の 研 削 を 行 う こ と が で き る 研 削 装 置 及 び 研 削 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
例 え ば ， 各 種 の 加 工 を 行 う こ と に よ っ て 被 加 工 物 に 生 じ た バ リ は ， 砥 石 や ヤ ス リ 等 の 工 具
を 用 い て 研 削 を 行 う こ と に よ り 除 去 し て い る 。 特 に ， バ リ が 生 じ た 位 置 が 被 加 工 物 の 細 部
で あ れ ば ， ロ ボ ッ ト 等 の 自 動 装 置 に よ っ て こ の バ リ の 除 去 を 行 う こ と が 難 し く ， 作 業 者 の
手 に よ っ て 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
な お ， ロ ボ ッ ト に 備 え た グ ラ イ ン ダ の 砥 石 に よ り バ リ の 除 去 を 行 う 装 置 と し て は ， 例 え ば
特 許 文 献 １ に 示 す も の が あ り ， ま た ， 遊 離 砥 粒 を 表 面 に 付 着 さ せ て ， 被 加 工 物 の 切 断 等 を
行 う た め に 用 い る 糸 状 の 工 具 と し て は ， 例 え ば 特 許 文 献 ２ に 示 す も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ８ ６ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ４ ６ ４ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 例 え ば ， 外 周 又 は 内 周 に ス プ ラ イ ン 部 を 有 す る 円 筒 状 部 材 が 被 加 工 物 で あ
る 場 合 ， 上 記 ス プ ラ イ ン 部 に お け る 谷 部 の 軸 方 向 の 各 端 部 に 生 じ た バ リ に 対 し て は ， 上 記
工 具 自 体 を 当 接 さ せ る こ と が 困 難 で あ る 。 ま た ， 作 業 者 は ， 上 記 バ リ の 大 き さ ， 形 状 等 に
合 わ せ て ， 目 視 に よ り 上 記 工 具 の 角 度 を 微 調 整 し な が ら 研 削 を 行 う 。 そ の た め ， 上 記 バ リ
の 除 去 に 手 間 が か か る 。
そ れ 故 ， 上 記 従 来 の 工 具 を 用 い た 研 削 に よ っ て は ， 被 加 工 物 の 細 部 に 生 じ た バ リ の 除 去 が
困 難 で あ り ， バ リ の 除 去 に か か る 時 間 を 短 縮 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は ， か か る 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， 被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 短 時 間
か つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 研 削 装 置 及 び 研 削 方 法 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 の 解 決 手 段 】
第 １ の 発 明 は ， ア ー ム 部 と ， 該 ア ー ム 部 に 設 け た 複 数 の 工 具 支 持 部 と ， 該 複 数 の 工 具 支 持
部 の 間 に 掛 け 渡 さ れ た ヤ ス リ 工 具 と ， 該 ヤ ス リ 工 具 を 被 加 工 物 に 押 し 付 け た 際 に ， 該 ヤ ス
リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 押 付 摺 動 手 段 と を 有 し ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 は ， 可 撓 性 の 糸 状 芯 材 と ， 該 糸 状 芯 材 の 外 周 表 面 に 固 着 さ れ た 砥 粒 と よ り
な る こ と を 特 徴 と す る 研 削 装 置 に あ る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 研 削 装 置 は ， 上 記 複 数 の 工 具 支 持 部 の 間 に 掛 け 渡 さ れ た ヤ ス リ 工 具 を 有 し て い る
。 そ し て ， こ の ヤ ス リ 工 具 は ， 糸 状 芯 材 を 母 材 と し て 形 成 さ れ て い る た め ， 上 記 被 加 工 物
に 形 成 さ れ た 凹 部 又 は 穴 等 の 細 部 に 対 し て も 容 易 に 当 接 さ せ る こ と が で き る 。
ま た ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 は ， 可 撓 性 を 有 し て い る た め ， 例 え ば 上 記 被 加 工 物 の 細 部 に 押 し 付
け た 際 に は ， こ の 細 部 の 形 状 に 従 っ て 容 易 に 撓 む こ と が で き る 。 そ の た め ， 被 加 工 物 の 細
部 の 形 状 に 合 わ せ て ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 角 度 に 微 調 整 を 行 う 必 要 性 が 少 な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 撓 ま せ た 状 態 に お い て ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 に よ り ヤ ス リ 工 具 と
被 加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ た と き に は ， 上 記 糸 状 芯 材 の 外 周 表 面 に 固 着 し た 砥 粒 に よ
り ， 被 加 工 物 の 細 部 に 対 し て も 容 易 に 研 削 を 行 う こ と が で き る 。
そ れ 故 ， 上 記 研 削 装 置 に よ れ ば ， 被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 短 時 間 か つ 容 易 に 行 う こ と が で
き る 。
ま た ， 上 記 研 削 装 置 は ， 例 え ば ， 被 加 工 物 の 細 部 に 形 成 さ れ た バ リ の 除 去 ， 又 は 被 加 工 物
の 細 部 に お け る 面 取 り 等 を 行 う 際 に 用 い る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-195575 A 2004.7.15



【 ０ ０ １ ０ 】
第 ２ の 発 明 は ， ア ー ム 部 と ， 該 ア ー ム 部 に 設 け た 複 数 の 工 具 支 持 部 と ， 該 複 数 の 工 具 支 持
部 の 間 に 掛 け 渡 さ れ た ヤ ス リ 工 具 と ， 該 ヤ ス リ 工 具 を 被 加 工 物 に 押 し 付 け た 際 に ， 該 ヤ ス
リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 押 付 摺 動 手 段 と を 有 し ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 は
， 可 撓 性 の 糸 状 芯 材 と ， 該 糸 状 芯 材 の 外 周 表 面 に 固 着 さ れ た 砥 粒 と よ り な る 研 削 装 置 を 用
い て ，
上 記 ヤ ス リ 工 具 を 被 加 工 物 に 押 し 付 け ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 に よ り 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被
加 工 物 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ て 研 削 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 研 削 方 法 に あ る （ 請 求 項 ６ ）
。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 研 削 方 法 は ， 上 記 優 れ た 作 用 効 果 を 有 す る 第 １ の 発 明 の 研 削 装 置 を 用 い て ， 被 加
工 物 の 研 削 を 行 う 。
そ れ 故 ， 本 発 明 の 研 削 方 法 に よ っ て も ， 被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 短 時 間 か つ 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
上 述 し た 本 発 明 に お け る 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ き 説 明 す る 。
上 記 第 １ ， 第 ２ の 発 明 に お い て ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 に よ る 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物
と の 相 対 的 な 移 動 は ， ヤ ス リ 工 具 又 は 被 加 工 物 の い ず れ か を ， 一 方 向 だ け に 移 動 さ せ る 一
方 向 移 動 で あ っ て も よ く ， 両 方 向 に 往 復 す る よ う 移 動 さ せ る 往 復 移 動 で あ っ て も よ い 。 ま
た ， こ の 相 対 的 な 移 動 は ， 上 記 往 復 移 動 の 周 期 を 小 さ く し た 振 動 に よ り 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た ， 上 記 砥 粒 と し て は ， 例 え ば ， ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 ， Ｃ Ｂ Ｎ （ カ ー ボ ン ボ ロ ン ニ ト ラ イ
ド ） 砥 粒 ， セ ラ ミ ッ ク 砥 粒 等 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 ， 各 砥 粒 の 粒 度 は ＃ ４ ０ ～
８ ０ ０ と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た ， 上 記 糸 状 芯 材 へ の 砥 粒 の 固 着 は ， 例 え ば ， 電 着 に よ
り 行 う こ と が で き る 。
ま た ， 上 記 糸 状 芯 材 と し て は ， 例 え ば ， 鉄 よ り な る 各 種 の 鋼 材 よ り 製 作 す る こ と が で き ，
針 金 ， 鋼 線 等 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た ， 上 記 糸 状 芯 材 の 横 断 面 形 状 と し て は ， 丸 ， 四
角 又 は 三 角 等 の 種 々 の 形 状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た ， 上 記 第 １ の 発 明 に お い て ， 上 記 糸 状 芯 材 は ， そ の 横 断 面 積 が ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 2

で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ２ ） 。
こ の 場 合 に は ， 糸 状 芯 材 の 太 さ が 最 適 で あ り ， 強 度 と ， 被 加 工 物 の 細 部 へ の 当 接 の 容 易 さ
と の バ ラ ン ス が と れ た ヤ ス リ 工 具 を 形 成 す る こ と が で き る 。
上 記 糸 状 芯 材 の 横 断 面 積 が ０ ． １ ｍ ｍ 2 未 満 の 場 合 に は ， ヤ ス リ 工 具 が 細 く な り 過 ぎ て ，
こ の ヤ ス リ 工 具 が 強 度 的 に 弱 く な る お そ れ が あ る 。 一 方 ， こ の 横 断 面 積 が １ ０ ０ ｍ ｍ 2 を
超 え る 場 合 に は ， ヤ ス リ 工 具 が 太 く な り 過 ぎ て ， 上 記 被 加 工 物 の 細 部 に こ の ヤ ス リ 工 具 を
当 接 さ せ る こ と が 困 難 に な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た ， 上 記 複 数 の 工 具 支 持 部 は 複 数 の プ ー リ よ り な る と 共 に ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 は 上 記 複 数
の プ ー リ の 外 周 面 に 掛 け 渡 さ れ て お り ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 複 数
の プ ー リ を 回 転 さ せ な が ら 該 複 数 の プ ー リ の 間 を 走 行 さ せ る 走 行 手 段 を 有 し て い る こ と が
好 ま し い （ 請 求 項 ３ ） 。
こ の 場 合 に は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 被 加 工 物 に 押 し 付 け た 状 態 で ， 上 記 走 行 手 段 に よ り
上 記 ヤ ス リ 工 具 自 体 を 上 記 被 加 工 物 に 対 し て 走 行 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て ， ヤ ス リ 工
具 を 被 加 工 物 の 細 部 に 対 し て 押 し 付 け た 状 態 に お い て も ， こ の ヤ ス リ 工 具 の 走 行 に よ り ，
被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た ， 上 記 走 行 手 段 に よ る ヤ ス リ 工 具 の 走 行 は ， ヤ ス リ 工 具 を ， 一 方 向 だ け に 走 行 さ せ る
一 方 向 走 行 で あ っ て も よ く ， 両 方 向 に 往 復 す る よ う 走 行 さ せ る 往 復 走 行 で あ っ て も よ い 。
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ま た ， ヤ ス リ 工 具 の 走 行 は ， 上 記 往 復 走 行 の 周 期 を 小 さ く し た 振 動 に よ り 行 っ て も よ く ，
ま た ， こ の 振 動 を 行 い な が ら 一 方 向 走 行 も し く は 往 復 走 行 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た ， 上 記 押 付 摺 動 手 段 は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物 と を 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 横 断 面
方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ せ る 横 移 動 手 段 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ４ ） 。
こ の 場 合 に は ， 上 記 走 行 手 段 を 用 い る 代 わ り に 上 記 横 移 動 手 段 を 用 い て ， 上 記 ヤ ス リ 工 具
に よ る 被 加 工 物 の 研 削 を 行 う こ と が で き る 。 ま た ， こ の 場 合 に は ， 上 記 走 行 手 段 と 上 記 横
移 動 手 段 と を 組 み 合 わ せ て ， ヤ ス リ 工 具 に よ る 被 加 工 物 の 研 削 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た ， 上 記 横 移 動 手 段 に よ り ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 被 加 工 物 の 細 部 の 全 体 に 容 易 に 当 接
さ せ て ， 研 削 を 行 う こ と も で き る 。 ま た ， こ の 場 合 は ， 特 に ， 上 記 研 削 を 行 う 被 加 工 物 の
細 部 の 幅 が ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 直 径 又 は 最 大 幅 に 対 し て 大 き い と き に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た ， 上 記 横 移 動 手 段 に よ る 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物 と の 相 対 的 な 移 動 は ， ヤ ス リ
工 具 又 は 被 加 工 物 の い ず れ か を ， 一 方 向 だ け に 移 動 さ せ る 一 方 向 移 動 で あ っ て も よ く ， 両
方 向 に 往 復 す る よ う 移 動 さ せ る 往 復 移 動 で あ っ て も よ い 。 ま た ， こ の 横 移 動 手 段 に よ る 相
対 的 な 移 動 は ， 上 記 往 復 移 動 の 周 期 を 小 さ く し た 振 動 に よ り 行 っ て も よ く ， ま た ， こ の 振
動 を 行 い な が ら 一 方 向 移 動 も し く は 往 復 移 動 を 行 っ て も よ い 。
な お ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 横 断 面 方 向 と は ， こ の ヤ ス リ 工 具 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 を い
う （ 以 下 同 様 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た ， 上 記 被 加 工 物 に は ， 少 な く と も １ つ の 凹 状 に 窪 ん だ 溝 部 が 形 成 さ れ て お り ， 上 記 ヤ
ス リ 工 具 は ， 上 記 溝 部 の 内 部 ， 端 部 も し く は 周 囲 に 当 接 さ せ て 用 い る こ と が 好 ま し い （ 請
求 項 ５ ） 。
こ の よ う に ， 上 記 研 削 装 置 は ， 上 記 優 れ た 性 質 に よ り ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 被 加 工 物 の
細 部 と し て の 溝 部 の 内 部 ， 端 部 も し く は 周 囲 に 当 接 さ せ て 研 削 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
よ り 具 体 的 に は ， 上 記 研 削 装 置 は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 に よ る 研 削 に よ り ， 上 記 被 加 工 物 の 溝
部 に お け る 端 部 に 形 成 さ れ た バ リ の 除 去 を 行 う こ と が で き る 。 ま た ， 上 記 研 削 装 置 は ， 記
被 加 工 物 の 溝 部 に お け る 端 部 の 面 取 り を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た ， 上 記 研 削 装 置 は ， 上 記 被 加 工 物 の 溝 部 の 内 部 に 開 口 す る 貫 通 穴 の 開 口 端 部 に 形 成 さ
れ た バ リ の 除 去 ， 又 は こ の 開 口 端 部 の 面 取 り を 行 う こ と も で き る 。 ま た ， 上 記 研 削 装 置 は
， 種 々 の 形 状 を 有 す る 被 加 工 物 に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 と こ れ に 交 差 し て 開 口 す る 交 差 貫 通 穴
と の 交 差 部 位 に 形 成 さ れ た バ リ の 除 去 ， 又 は こ の 開 口 端 部 の 面 取 り を 行 う こ と も で き る 。
な お ， 上 記 バ リ と は ， 各 種 の 加 工 に よ り 被 加 工 物 の 細 部 に お け る 端 部 に 形 成 さ れ ， 被 加 工
物 の 正 規 寸 法 よ り 突 出 し た 不 要 な 部 分 を い う （ 以 下 同 様 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た ， 上 記 第 ２ の 発 明 に お い て ， 上 記 糸 状 芯 材 は ， そ の 横 断 面 積 が ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 2

で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ７ ） 。
こ の 場 合 に は ， 糸 状 芯 材 の 太 さ が 最 適 で あ り ， 強 度 と ， 被 加 工 物 の 細 部 へ の 当 接 の 容 易 さ
と の バ ラ ン ス が と れ た ヤ ス リ 工 具 に よ り ， 一 層 容 易 に 上 記 被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 行 う こ
と が で き る 。
な お ， 糸 状 芯 材 の 横 断 面 積 の 数 値 限 定 理 由 に つ い て は 上 記 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た ， 上 記 複 数 の 工 具 支 持 部 は 複 数 の プ ー リ よ り な る と 共 に ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 は 上 記 複 数
の プ ー リ の 外 周 面 に 掛 け 渡 さ れ て お り ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記 被 加 工 物 に 押 し 付 け ， 該 ヤ
ス リ 工 具 を 上 記 複 数 の プ ー リ を 回 転 さ せ な が ら 上 記 被 加 工 物 に 対 し て 走 行 さ せ て 研 削 を 行
う こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ８ ） 。
こ の 場 合 に は ， 上 記 と 同 様 に ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 走 行 に よ り ， 被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 容
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易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 と 上 記 被 加 工 物 と は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 の 横 断 面 方 向 に 相 対 的 に 移 動
さ せ て 研 削 を 行 う こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ９ ） 。
こ の 場 合 に は ， 上 記 と 同 様 に ， 上 記 横 移 動 手 段 に よ り ， 被 加 工 物 の 細 部 の 研 削 を 容 易 に 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た ， 上 記 被 加 工 物 に は ， 少 な く と も １ つ の 凹 状 に 窪 ん だ 溝 部 が 形 成 さ れ て お り ， 上 記 ヤ
ス リ 工 具 に よ る 研 削 に よ り ， 上 記 溝 部 の 内 部 ， 端 部 も し く は 周 囲 に 形 成 さ れ た バ リ の 除 去
， 又 は 上 記 溝 部 の 端 部 に お け る 面 取 り を 行 う こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 １ ０ ） 。
こ の よ う に ， 上 記 研 削 方 法 は ， 上 記 研 削 装 置 の 優 れ た 性 質 に よ り ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 を 上 記
被 加 工 物 の 細 部 と し て の 溝 部 の 内 部 ， 端 部 も し く は 周 囲 に 形 成 さ れ た バ リ の 除 去 ， 又 は 上
記 溝 部 の 端 部 に お け る 面 取 り を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た ， 上 記 研 削 方 法 に よ り ， 上 記 被 加 工 物 の 溝 部 の 内 部 に 開 口 す る 貫 通 穴 の 開 口 端 部 に 形
成 さ れ た バ リ の 除 去 ， 又 は こ の 開 口 端 部 の 面 取 り を 行 う こ と も で き る 。 ま た ， 上 記 研 削 方
法 に よ り ， 種 々 の 形 状 を 有 す る 被 加 工 物 に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 と こ れ に 交 差 し て 開 口 す る 交
差 貫 通 穴 と の 交 差 部 位 に 形 成 さ れ た バ リ の 除 去 ， 又 は こ の 開 口 端 部 の 面 取 り を 行 う こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 に ， 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 研 削 装 置 及 び こ れ を 用 い た 研 削 方 法 に か か る 実 施 例 に つ き
説 明 す る 。
（ 実 施 例 １ ）
本 例 の 研 削 装 置 １ は ， 図 ３ に 示 す ご と く ， ア ー ム 部 ３ と ， こ の ア ー ム 部 ３ に 設 け た 複 数 の
工 具 支 持 部 ３ １ と ， こ の 複 数 の 工 具 支 持 部 ３ １ の 間 に 掛 け 渡 さ れ た ヤ ス リ 工 具 ４ と ， こ の
ヤ ス リ 工 具 ４ を 被 加 工 物 ５ に 押 し 付 け た 際 に ， ヤ ス リ 工 具 ４ と 被 加 工 物 ５ と を 相 対 的 に 移
動 さ せ る 押 付 摺 動 手 段 ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 図 ２ に 示 す ご と く ， そ の 横 断 面 積 Ａ が ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 2

で あ る 可 撓 性 の 糸 状 芯 材 ４ １ と ， こ の 糸 状 芯 材 ４ １ の 外 周 表 面 ４ ０ １ に 固 着 さ れ た 多 数 の
砥 粒 ４ ２ と よ り な る 。
そ し て ， 本 例 で は ， 図 １ に 示 す ご と く ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 上 記 被 加 工 物 ５ に 押 し 付 け ，
上 記 押 付 摺 動 手 段 ２ に よ り ヤ ス リ 工 具 ４ と 被 加 工 物 ５ と を 相 対 的 に 移 動 さ せ て 研 削 を 行 う
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 下 に ， こ れ を 詳 説 す る 。
図 １ に 示 す ご と く ， 本 例 の 被 加 工 物 ５ は 円 筒 状 部 材 ５ で あ り ， こ の 円 筒 状 部 材 ５ の 外 周 ５
０ １ に は ， そ の 軸 方 向 Ｄ に 多 数 の 溝 部 と し て の 軸 方 向 溝 ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に ，
本 例 で は ， 上 記 円 筒 状 部 材 ５ の 外 周 ５ ０ １ に は ， 上 記 多 数 の 軸 方 向 溝 ５ １ に よ る ス プ ラ イ
ン 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て ， 本 例 の 研 削 装 置 １ は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ に よ り 各 軸 方 向
溝 ５ １ に お け る 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う 。
ま た ， 図 ２ に 示 す ご と く ， 本 例 の 糸 状 芯 材 ４ １ は ， そ の 横 断 面 形 状 が 丸 型 で あ る 。 ま た ，
こ の 糸 状 芯 材 ４ １ の 外 周 表 面 ４ ０ １ に は ， ダ イ ヤ モ ン ド よ り な る 多 数 の 砥 粒 ４ ２ を 電 着 に
よ り 固 着 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た ， 図 ３ に 示 す ご と く ， 本 例 の 複 数 の 工 具 支 持 部 ３ １ は 複 数 の プ ー リ ３ １ よ り な る と 共
に ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ は そ の 長 手 方 向 Ｌ に 上 記 複 数 の プ ー リ ３ １ の 外 周 面 に 掛 け 渡 さ れ て
い る 。 ま た ， 上 記 ア ー ム 部 ３ は ， 装 置 本 体 １ １ よ り 突 出 し て 設 け ら れ て お り ， そ の 先 端 部
３ ０ １ に は ２ つ に 分 岐 し た 分 岐 先 端 部 ３ ２ を 有 し て お り ， 各 分 岐 先 端 部 ３ ２ に 上 記 プ ー リ
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３ １ が 回 動 自 在 に 配 設 し て あ る 。
ま た ， ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 各 プ ー リ ３ １ の 外 周 面 に 形 成 し た 外 周 溝 よ り 外 れ な い よ う 所 定 の
テ ン シ ョ ン を 有 し て 掛 け 渡 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た ， 本 例 の 押 付 摺 動 手 段 ２ は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 上 記 複 数 の プ ー リ ３ １ を 回 転 さ せ な
が ら こ の 複 数 の プ ー リ ３ １ の 間 を 走 行 さ せ る 走 行 手 段 ２ １ と ， 上 記 被 加 工 物 ５ を ヤ ス リ 工
具 ４ の 横 断 面 方 向 Ｗ に 送 る 送 り 手 段 ２ ２ と を 有 し て い る 。 ま た ， ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 上 記 被
加 工 物 ５ に 対 し て 上 下 に 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た ， 図 ３ に 示 す ご と く ， 本 例 の 走 行 手 段 ２ １ は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 巻 き 取 る 巻 取 り 部
２ １ １ と ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 送 る 送 り 部 ２ １ ２ と よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た ， こ れ ら 巻
取 り 部 ２ １ １ 及 び 送 り 部 ２ １ ２ は 上 記 装 置 本 体 １ １ に 設 け て あ り ， ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 各 プ
ー リ ３ １ を 介 し て 巻 取 り 部 ２ １ １ と 送 り 部 ２ １ ２ と に 掛 け 渡 さ れ て い る 。 そ し て ， 巻 取 り
部 ２ １ １ に よ り ヤ ス リ 工 具 ４ を 引 っ 張 っ た と き に は ， 送 り 部 ２ １ ２ は ， ヤ ス リ 工 具 ４ に 所
定 の テ ン シ ョ ン を 与 え て ， 巻 取 り 部 ２ １ １ の 回 転 に 従 動 し て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た ， 本 例 の 送 り 手 段 ２ ２ は ， 上 記 被 加 工 物 ５ を 設 置 し て こ れ を 回 転 さ せ る 回 転 台 ２ ２ １
に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ の 回 転 台 ２ ２ １ に は ， 上 記 円 筒 状 部 材 ５ の 内 周 ５ ０ ２ を ク ラ ン
プ す る ク ラ ン プ 部 ２ ２ ２ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ に 示 す ご と く ， 上 記 被 加 工 物 ５ に お け る 各 軸 方 向 溝 ５ １ の 円 周 方 向 の 幅 Ｂ は ， 上 記 ヤ
ス リ 工 具 ４ の 直 径 よ り も 大 き い 。 そ の た め ， 本 例 で は ， 上 記 巻 取 り 部 ２ １ １ 及 び 送 り 部 ２
１ ２ に よ り ヤ ス リ 工 具 ４ を 走 行 さ せ る と 共 に ， 上 記 回 転 台 ２ ２ １ に よ り 上 記 被 加 工 物 ５ に
お け る 各 軸 方 向 溝 ５ １ を 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ の 横 断 面 方 向 Ｗ に 移 動 さ せ て ， 各 軸 方 向 溝 ５ １
の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お ， 本 例 で は ， 上 記 走 行 手 段 ２ １ に よ り ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ は ， ６ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ０ ｍ
ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で 走 行 さ せ た 。 ま た ， 上 記 送 り 手 段 ２ ２ と し て の 回 転 台 ２ ２ １ は ０ ． １
～ ６ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 数 で 回 転 さ せ ， 上 記 被 加 工 物 ５ は ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ の 横 断 面 方 向 Ｗ
に ６ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 速 度 で 送 り を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 下 に ， 上 記 研 削 装 置 １ を 用 い て 被 加 工 物 ５ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う た め の 研
削 方 法 及 び こ れ に よ っ て 奏 さ れ る 作 用 効 果 に つ き 説 明 す る 。
ま ず ， 上 記 被 加 工 物 ５ を 上 記 回 転 台 ２ ２ １ に 設 置 し ， 被 加 工 物 ５ の 軸 方 向 溝 ５ １ を 上 記 ヤ
ス リ 工 具 ４ に 対 向 さ せ る 。 そ し て ， 図 １ に 示 す ご と く ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 上 記 回 転 台 ２
２ １ に 対 し て 下 降 さ せ ， 上 記 各 プ ー リ ３ １ の 間 に 位 置 す る や す り 工 具 の 部 分 ４ ０ を 上 記 軸
方 向 溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ に 押 し 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ し て ， ヤ ス リ 工 具 ４ を 上 記 走 行 手 段 ２ １ に よ り そ の 長 手 方 向 Ｌ に 走 行 さ せ る と 共 に ， 上
記 回 転 台 ２ ２ １ を 回 転 さ せ て 上 記 軸 方 向 溝 ５ １ を 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ の 横 断 面 方 向 Ｗ に 移 動
さ せ る 。 こ れ に よ り ， 上 記 軸 方 向 溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去
を 行 う こ と が で き る 。
そ し て ， こ の バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 っ た 後 に は ， ヤ ス リ 工 具 ４ を 被 加 工 物 ５ に 対 し て 上 昇 さ
せ る と 共 に ， 上 記 回 転 台 ２ ２ １ を 回 転 さ せ て 上 記 バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 っ た 軸 方 向 溝 ５ １ に
隣 接 す る 次 の 軸 方 向 溝 ５ １ を ヤ ス リ 工 具 ４ に 対 向 さ せ る 。 そ の 後 ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 被
加 工 物 ５ に 対 し て 下 降 さ せ ， 以 降 同 様 に し て 各 軸 方 向 溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ
れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 の ご と く ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 糸 状 芯 材 ４ １ を 母 材 と し て 形 成 さ れ て い る 。 そ の た
め ， 上 記 被 加 工 物 ５ に お け る 各 軸 方 向 溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ に
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対 し て ， 容 易 に 当 接 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 上 記 各 プ ー リ ３
１ の 間 で 所 定 の テ ン シ ョ ン を 有 し て 撓 む こ と が で き る 。 そ の た め ， 例 え ば ， 上 記 各 軸 方 向
溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 大 き さ ， 形 状 等 に ば ら つ き が あ る 場 合
で も ， 上 記 軸 方 向 端 部 ５ １ １ へ の ヤ ス リ 工 具 ４ の 角 度 の 微 調 整 を 特 別 に 行 う こ と が 不 要 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ し て ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 撓 ま せ た 状 態 に お い て ， ヤ ス リ 工 具 ４ を 走 行 さ せ る と 共 に 軸
方 向 溝 ５ １ を ヤ ス リ 工 具 ４ の 横 断 面 方 向 Ｗ に 移 動 さ せ た と き に は ， 上 記 糸 状 芯 材 ４ １ の 外
周 表 面 ４ ０ １ に 固 着 し た 砥 粒 ４ ２ に よ り ， 上 記 軸 方 向 溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １ １ に 形 成 さ
れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
そ れ 故 ， 上 記 研 削 装 置 １ に よ れ ば ， 被 加 工 物 ５ に お け る 各 軸 方 向 溝 ５ １ の 軸 方 向 端 部 ５ １
１ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 短 時 間 か つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お ， 上 記 バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う 際 に は ， 被 加 工 物 ５ の 端 部 に 対 し て 面 取 り を 行 っ て お く
こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は ， ヤ ス リ 工 具 ４ に よ っ て 深 く 研 削 を 行 う こ と が で き ， 上 記 バ
リ ５ ０ の 除 去 が 一 層 容 易 に な る 。
ま た ， 上 記 研 削 装 置 １ は ， 多 関 節 ロ ボ ッ ト （ 図 示 略 ） の 先 端 部 に 取 り 付 け ， 任 意 の 位 置 に
移 動 さ せ て 研 削 を 行 う こ と が で き る 。 ま た ， こ の 場 合 に は ， 上 記 送 り 手 段 ２ ２ は ， 上 記 多
関 節 ロ ボ ッ ト の 移 動 に よ り 研 削 装 置 １ に 設 け た ヤ ス リ 工 具 ４ を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 実
現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た ， 本 例 に お い て は ， 上 記 走 行 手 段 ２ １ と し て の 上 記 巻 取 り 部 ２ １ １ 及 び 送 り 部 ２ １ ２
に よ り ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を 一 方 向 に 走 行 さ せ て 研 削 を 行 っ た 。 一 方 で ， 上 記 走 行 手 段 ２
１ は ， 上 記 巻 取 り 部 ２ １ １ 及 び 送 り 部 ２ １ ２ の 代 わ り に 正 逆 両 回 転 が 可 能 な 一 対 の 回 転 部
と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は ， 一 対 の 回 転 部 に よ り ， ヤ ス リ 工 具 ４ を そ の 長 手 方 向
Ｌ に 往 復 走 行 さ せ て 研 削 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た ， 図 ４ に 示 す ご と く ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ は ， 上 記 巻 取 り 部 ２ １ １ ， 上 記 送 り 部 ２ １ ２
及 び 上 記 複 数 の プ ー リ ３ １ の 間 に 一 巡 さ せ て 掛 け 渡 し た も の と す る こ と も で き る 。 こ の 場
合 に は ， こ の 一 巡 し た ヤ ス リ 工 具 ４ は ， ほ ぼ 完 全 に 摩 耗 す る ま で （ 砥 粒 ４ ２ の ほ と ん ど が
脱 落 す る ま で ） 何 度 も 被 加 工 物 ５ に 対 し て 走 行 さ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た ， 上 記 ヤ ス リ 工 具 ４ を そ の 長 手 方 向 Ｌ に 走 行 さ せ る 走 行 手 段 ２ １ に 代 え て ， ヤ ス リ 工
具 ４ を そ の 横 断 面 方 向 Ｗ に 移 動 さ せ る 横 移 動 手 段 （ 図 示 略 ） に よ り ， 上 記 被 加 工 物 ５ の 研
削 を 行 っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は ， 例 え ば 上 記 横 移 動 手 段 に よ り ヤ ス リ 工 具 ４ を 横 断 面 方
向 Ｗ に 振 動 さ せ る こ と に よ っ て 研 削 を 行 う こ と が で き る 。
ま た ， 上 記 研 削 装 置 １ に よ る 研 削 は ， 上 記 走 行 手 段 ２ １ と 上 記 横 移 動 手 段 と を 組 み 合 わ せ
て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た ， 本 例 に お い て は ， 上 記 被 加 工 物 ５ は ， 円 筒 状 部 材 ５ の 外 周 ５ ０ １ に 多 数 の 軸 方 向 溝
５ １ を 有 す る ス プ ラ イ ン 部 が 形 成 さ れ た も の と し た 。 一 方 で ， 図 ５ に 示 す ご と く ， 被 加 工
物 ５ は ， 円 筒 状 部 材 ５ の 内 周 ５ ０ ２ に 多 数 の 軸 方 向 溝 ５ １ を 有 す る も の と す る こ と も で き
る 。 ま た ， 同 図 に 示 す ご と く ， 上 記 研 削 装 置 １ に よ り ， 軸 方 向 溝 ５ １ の 内 部 に 開 口 す る 貫
通 穴 ５ １ ２ の 開 口 端 部 ５ １ ３ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た ， 被 加 工 物 ５ は ， 円 形 状 部 材 の 外 周 ５ ０ １ に 歯 面 を 有 す る 各 種 歯 車 ， 又 は 円 環 状 部 材
５ の 内 周 ５ ０ ２ に 歯 面 を 有 す る 内 歯 車 等 の 歯 面 に お け る 谷 部 の 研 削 を 行 う こ と も で き る 。
ま た ， 図 ６ に 示 す ご と く ， 上 記 研 削 装 置 １ に よ れ ば ， 被 加 工 物 ５ の 軸 方 向 Ｄ の 端 面 ５ ０ ３
に 形 成 さ れ た 端 面 溝 ５ ２ に 対 し て も 上 記 研 削 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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な お ， 上 記 円 筒 状 部 材 ５ の 内 周 ５ ０ ２ に 形 成 し た 軸 方 向 溝 ５ １ ， 又 は 上 記 内 歯 車 の 歯 面 を
研 削 す る 場 合 に は ， 図 ７ に 示 す ご と く ， 複 数 の プ ー リ ３ １ に 掛 け 渡 さ れ た ヤ ス リ 工 具 ４ の
巻 取 り 側 ４ ０ １ 及 び 送 り 側 ４ ０ ２ の 両 部 分 を ， 円 筒 状 部 材 ５ の 内 周 ５ ０ ２ に 配 設 し て 研 削
を 行 う こ と が で き る 。
ま た ， 上 記 円 筒 状 部 材 ５ の 内 周 ５ ０ ２ に 形 成 し た 軸 方 向 溝 ５ １ の 内 部 に 開 口 す る 貫 通 穴 ５
１ ２ の 開 口 端 部 ５ １ ３ を 研 削 す る 場 合 に は ， 図 ８ に 示 す ご と く ， ヤ ス リ 工 具 ４ の プ ー リ ３
１ の 外 周 に 位 置 す る 部 分 ４ ０ ４ を 当 接 さ せ て 研 削 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 実 施 例 ２ ）
本 例 は ， 図 ９ に 示 す ご と く ， 上 記 研 削 装 置 １ に よ り ， 種 々 の 形 状 を 有 す る 被 加 工 物 ５ に 形
成 さ れ た 貫 通 穴 ５ ３ と こ れ に 交 差 し て 開 口 す る 交 差 貫 通 穴 ５ ４ と の 交 差 部 位 ５ ５ に 形 成 さ
れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う 例 で あ る 。 本 例 で は ， 特 に 上 記 交 差 貫 通 穴 ５ ４ の 開 口 端 部 ５ ４
１ に 形 成 さ れ た バ リ ５ ０ の 除 去 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 例 に お い て は ， 上 記 研 削 装 置 １ は ， ヤ ス リ 工 具 ４ を そ の 端 部 ４ ０ ３ か ら 上 記 貫 通 穴 ５ ３
に 挿 通 さ せ る た め の 挿 通 手 段 ３ ３ を 有 し て い る 。 こ の 挿 通 手 段 ３ ３ は ， 貫 通 穴 ５ ３ の 一 方
の 端 部 に 位 置 さ せ る 掛 渡 し 部 ３ ３ １ と ， 貫 通 穴 ５ ３ の 他 方 の 端 部 に 位 置 さ せ る 受 取 り 部 ３
３ ２ と を 有 し て い る 。 そ し て ， 図 １ ０ に 示 す ご と く ， ヤ ス リ 工 具 ４ の 貫 通 穴 ５ ３ へ の 挿 通
は ， 上 記 送 り 部 ２ １ ２ を 回 転 さ せ て ， 上 記 掛 渡 し 部 ３ ３ １ よ り ヤ ス リ 工 具 ４ の 端 部 ４ ０ ３
を 上 記 受 取 り 部 ３ ３ ２ へ と 押 し 出 し ， こ れ を 上 記 巻 取 り 部 ２ １ １ に よ り 巻 き 取 る こ と に よ
っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
そ の 後 ， 上 記 バ リ ５ ０ の 除 去 は ， ヤ ス リ 工 具 ４ を 被 加 工 物 ５ に 対 し て 走 行 さ せ る と 共 に ，
被 加 工 物 ５ を 貫 通 穴 ５ ３ を 中 心 に し て 回 転 さ せ る も し く は ヤ ス リ 工 具 ４ を 被 加 工 物 ５ の 周
囲 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
そ の 他 の 構 成 は 上 記 実 施 例 １ と 同 様 で あ り ， 上 記 実 施 例 １ と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る ， ヤ ス リ 工 具 に よ り 被 加 工 物 の 軸 方 向 溝 に 形 成 さ れ た バ リ の 除
去 を 行 っ て い る 状 態 の 研 削 装 置 を 示 す 斜 視 説 明 図 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お け る ， ヤ ス リ 工 具 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に お け る ， 研 削 装 置 及 び 回 転 台 に 設 置 し た 被 加 工 物 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に お け る ， 一 巡 し た ヤ ス リ 工 具 を 用 い た 研 削 装 置 及 び 回 転 台 に 設 置 し た
被 加 工 物 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ に お け る ， 円 筒 状 部 材 の 内 周 に 軸 方 向 溝 を 形 成 し た 被 加 工 物 を 示 す 斜 視
説 明 図 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ に お け る ， 円 筒 状 部 材 の 軸 方 向 端 面 に 溝 部 を 形 成 し た 被 加 工 物 を 示 す 斜
視 説 明 図 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ に お け る ， 円 筒 状 部 材 の 内 周 に 形 成 し た 軸 方 向 溝 の 研 削 を 行 っ て い る 状
態 の 他 の 研 削 装 置 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ８ 】 実 施 例 １ に お け る ， 円 筒 状 部 材 の 内 周 に 形 成 し た 軸 方 向 溝 に 開 口 す る 貫 通 穴 の 開
口 端 部 の 研 削 を 行 っ て い る 状 態 の 他 の 研 削 装 置 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ２ に お け る ， 被 加 工 物 に お け る 貫 通 穴 と 交 差 貫 通 穴 と の 交 差 部 位 に 形 成 さ
れ た バ リ の 除 去 を 行 っ て い る 状 態 の 研 削 装 置 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ２ に お け る ， ヤ ス リ 工 具 を 貫 通 穴 へ 挿 通 し て い る 状 態 の 研 削 装 置 及 び 被
加 工 物 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ． ． ． 研 削 装 置 ，
２ ． ． ． 押 付 摺 動 手 段 ，
２ １ ． ． ． 走 行 手 段 ，
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２ ２ ． ． ． 送 り 手 段 ，
３ ． ． ． ア ー ム 部 ，
３ １ ． ． ． 工 具 支 持 部 （ プ ー リ ） ，
４ ． ． ． ヤ ス リ 工 具 ，
４ １ ． ． ． 糸 状 芯 材 ，
４ ２ ． ． ． 砥 粒 ，
５ ． ． ． 被 加 工 物 （ 円 筒 状 部 材 ） ，
５ ０ ． ． ． バ リ ，
５ １ ． ． ． 軸 方 向 溝 ，
５ １ １ ． ． ． 軸 方 向 端 部 ， 10
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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